
大麦だより（第６号） 令 和 ５ 年 ３ 月 １ ６ 日
Ｊ Ａ 能 美

・排水不良のままでは、根張りが弱まり、追肥の効果が期待できない！

・春作業の開始に伴い、明渠の補修を実施しましょう。

止葉展開期追肥（効果：粒張向上）について

生育状況からの目安 施用時期 施肥量（１０ａあたり）

出穂１５日前

左図を参照

ＮＫ１７号
１２kg

（窒素量：２kg）

• 施用時期：出穂１５日前
【３月２０日～３月３０日までに施用する】

明渠の補修について

○管内大麦の生育状況（３月１４日時点）

地区で出穂時期が

異なるため、上の表と
下の図を参考に
遅れずに施肥すること

• 止葉の葉耳が第２葉の葉耳と重なるまでに追肥を終えること

早すぎると倒伏、遅すぎると

硝子粒多発の恐れ！生育状況で

出穂期を予測することが重要！

地区
条間
(㎝) 備考

茎数
(本/m)

茎数
(本/㎡)

幼穂長
(mm)

止葉展開期追肥
(出穂15日前)

出穂予想
（現時点の目安）

川北 ① 25㎝ 179 731 9.8 3月25日頃 4月9日頃

川北 ② 25㎝ 156 639 15.0 3月18日頃 4月2日頃

川北 ③ 30㎝ 172 563 14.8 3月18日頃 4月2日頃

能美 ① 30㎝ 227 739 9.1 3月27日頃 4月11日頃

能美 ② 25㎝ 分施 121 488 7.4 3月29日頃 4月13日頃

能美 ③ 30㎝ 232 758 8.3 3月28日頃 4月12日頃

根上 30㎝ 211 760 9.0 3月27日頃 4月11日頃

ほ場ごとに生育状況を確認し、止葉展開期追肥や防除を実施しましょう。

３月の気温が今後も高く推移する見込みのため、出穂予想が現時点より
最大で５日程度早まる可能性があります。


